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令和７年度第４回袖ケ浦市公民館運営審議会 

 

１ 開催日時  令和７年１２月１８日（木） 午後２時５５分開会 

 

２ 開催場所  平川交流センター（平川公民館） ２階視聴覚室 

 

３ 出席委員 

委員長 篠原 和行 委 員 早川 敦 

副委員長 片寄 礼子 委 員 福原 孝彦 

副委員長 石井 喜三江 委 員 杉浦 智子 

委 員 庄司 光利 委 員 竹内 良雄 

委 員 粕谷 和俊 委 員 髙橋 亜由美 

  （欠席委員） 

委 員 田中 輝博 委 員 鈴木 美恵子 

 

４ 出席職員 

教育部長 高浦 正充 長浦公民館顧問 地引 等 

生涯学習課長 長谷川 秀明 根形公民館館長 大野 正彦 

市民会館館長 齊藤 秀夫 根形公民館顧問 平賀 栄三郎 

昭和交流センター

副主幹 

木村 卓郎 平岡公民館館長 神保 繁一 

平川公民館館長 吉末 孝司 平岡公民館顧問 庄司 三喜夫 

平川公民館顧問 本橋 俊哉 平川交流センター

主査 

林 涼子 

長浦公民館館長 須田 紀子 

      

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 議題 

（１）令和７年度市民会館・公民館まつりの実施結果について 

 （２）その他 

  

７ 報告 

（１）令和８年袖ケ浦市二十歳を祝う会の取組状況について 

（２）令和７年度市民会館・公民館事業の取組状況について 



 

2 

（３）その他 

 

８ その他 

  

９ 議事 

篠原委員長 

議題（１）「令和７年度市民会館・公民館まつりの実施結果について」、事務局

より説明をお願いします。 

 

事務局 

（資料１ページから２１ページに基づき、齊藤市民会館館長、吉末平川公民館館

長、須田長浦公民館館長、大野根形公民館館長、神保平岡公民館館長が説明） 

 

篠原委員長 

議題（１）について、質問や意見がありましたら、お願いします。 

 

粕谷委員 

 １９ページ、市民会館の「コンサート」写真は、どの催しですか。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 湯舞音が今年度も出店参加されましたが、日ごろ湯舞音で演奏発表をされて

いる「kaz とは俺。」さんから、会場の外も盛り上げることができますというお

話がありましたので、急遽でしたが、大ホールの発表には影響ないような時間帯

で、野外ライブというか、コンサートをしていただいたという状況です。 

 

粕谷委員 

 ところで、前回、市民会館の方に大ホールで実施する音楽の広場については、

非常に来場者が少ないので、演出方法等を考えていただきたいとお話ししまし

たが、ステージ上から数えた観客数は２０～３０人でした。 

 けれども、実際はこの半分だと思います。というのは、出番の前、あるいは出

番の終わった出演者も含まれているからです。音楽の広場を聴きに来た人は、半

分の人数だったというわけで、非常に少なく、演奏者よりも聴いている人の方が

少ない、非常に残念な結果でした。 

 前回も言いましたが、一つの団体の発表が終了すると、１０分間くらい空き時

間ができ、ＭＣも何もなく、次の演奏が１０分後だと言われたら、お客さんは大

概他のところに行ってしまいます。 

 コロナ禍前は、先ほどの「kaz とは俺。」さんと同じ場所で演奏したりしてい

ましたし、大ホールの方では、親子劇場が行われでおり、非常に多くの人たちが
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聴きに来ていました。 

 今後、演奏を多くの方に聴いていただく工夫はできませんか。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 ３ページの市民会館まつり反省事項にもあるとおり、出演団体の方から同じ

意見をいただきました。今、粕谷委員からもお話があったように、「kazとは俺。」

さんが演奏された場所などでも、またやってもいいのではないか、というような

ご意見や、やはりこの休憩時間が課題だという意見もいただきました。 

せっかく市民会館には大ホールがございますので、またその活用方法につい

ては、来年度の実行委員の皆様と検討してまいります。 

 

粕谷委員 

 各公民館の集計方法について、参加者と主催者が一緒に集計されていたり、複

数のコーナーを回った人が重複して数えられている延べ人数であったり、それ

らは、来場者数とはいえないと思うのですが、いかがでしょうか。 

  

木村昭和交流センター副主幹 

 市民会館は、ロビーを通った人数をカウンターで数えていました。 

 また、音楽の広場においても、各団体の人数には、重複している観客数も含ま

れており、あくまで延べ人数ということになります。 

 延べ人数を来場者数として扱い、実数より増やすことで、評価が上がるという

ものではないので、カウントについては、またいろいろご意見をいただけたらと

思います。 

 

粕谷委員 

 例えば、スーパーボールが何百個売り上げたとか、そういうことまで数えて出

すことは不必要に感じます。 

 例えば、長浦公民館は、１０ページに２，２３６人と出ていますが、８ページ

では、１日目が２，７００人、２日目が２，４００人となっておりますが、どの

ように算出されているのでしょうか。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 市民会館を例としてお伝えすると、２ページにある「世界に一つだけのフォト

フレームづくり」の４３人の方は、来場者の方にも含まれています。しかし、何

も参加していない方でも、来た方はカウントしていますので、催しの部の人数と

来場者数は別のものとなっています。長浦公民館について同じかと認識してい

ます。 

根形公民館は、それぞれのイベントの協力者数を記載しているかと思います
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が、市民会館は、イベントにどれだけの参加があったかも記載しています。 

各集計や表現の仕方は、今後検討していきたいと思います。 

 

石井副委員長 

 市民会館は入口から全体を把握するのが難しい建物の形をしており、大ホー

ルへは足が向きづらいと感じています。せっかく大ホールがあるから使いたい

という気持ちもわかりますが、大ホールへは人の流れができにくいのではない

でしょうか。ホワイエで何かやっていれば興味を引き、足が向くかもしれません

が、無理に全体を使おうとしなくてもよいと思います。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 写真の「kaz とは俺。」さんは、野球場側の市民会館入口の踊り場で演奏して

いただいており、２日目にはＤＪの方が外で音楽を流してくださったりもした

ので、そういったスペースも活用し、いろいろ考えていきたいと思います。 

 ホワイエの方も、昭和地区の保育所や幼稚園の作品展示をしていますが、保護

者など見学者の動線上で、大ホールに誘導するような工夫の仕方ができると思

います。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

篠原委員長 

 それでは、集計の仕方を再考していただきたいと思います。 

個別の催しに何人来たのかは、それを基に、少し工夫を加えるのか、もうやめ

るのか、もっと拡大してやっていくのか検討していく材料になるものだと思う

ので、主催者には大事な数字だと思いますが、細かい数値については、資料には

出さずに、聞かれたときに答えられるようにしてもらえればよいと思います。 

通行人をカウントする方法も、重複もありますし大変かと思います。来場者数

についても、どのように出していくのか、公民館同士で連絡調整をしてください。 

他に質問はありますか。 

 

片寄副委員長 

 ３点あります。 

１点目ですが、７ページ目、平川公民館の総括の２点目で、「地域の祭りばや

し保存会に発表いただいたが、登録サークル活動以外でも行われている、地域の

文化活動を紹介していく機会にしていくことも考えられるのではないか」とあ

りますが、この意見には賛同です。 

 この機会に地域の文化を広く紹介していくということは、とてもいいことで

はないかと思います。お祭りの雰囲気を盛り上げることだけではなく、地域のも

のを紹介していくことはいいことだと思いますので、来年以降も続けていただ

きたいと思います。 
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 平川の他にも、長浦では上蔵波太鼓保存会、根形は和太鼓、平岡は野里ばやし

太鼓保存会、三箇太鼓保存会と、それぞれ紹介してくださっていますので、でき

れば市民会館の方でも、地元と密着してそのようなものをプラスしていただけ

れば、まつりの趣旨にも沿い、よりよくなると思います。 

 ２点目です。１１ページ目、長浦公民館の意見に、長浦おかのうえ図書館のエ

レベーターが故障しているとのコメントがあります。私もリハーサルなど含め

て何回も通いましたが、膝が痛いときに階段を上がるのが非常に困難でした。 

 長浦おかのうえ図書館に確認したところ、今年度中には直る予定がないとの

ことで、足の不自由なお客様は、会場に行きづらい方がいらしたと聞きました。 

 この事実について、所管部署の方では承知されていることなのか、承知されて

いるのであれば、修理予定を教えてください。これは、市民の皆さんに直結する

ことなので、解決するべき事項として優先順位の高いものかと思います。そのあ

たりのお考えを、今後のスケジュールも含めて教えていただければと思います。 

 ３点目です。私自身足が痛いので、日曜日もチョイソコがうらがあれば、各公

民館に行けるのにと、切実に思ったところです。去年、審議会のこの回は、書面

会議でしたが、そのときも日曜日に運行がないことについて質問が出ており、

「確認してお答えします」ということでした。 

 しかし、今年になっても状況が変わりません。定期巡回までとはいかなくても、

日曜日も予約できればいいなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

篠原委員長 

 ２点目のエレベーターの件は、いかがでしょうか。 

 

高浦教育部長 

 長浦おかのうえ図書館のエレベーターの件は、十分把握しています。 

 今、エレベーターを直せる業者がなかなかいない状況で、対応に数年かかると

見込んでいます。少しでも早く、何かよい対応策がないかも検討しています。 

 

片寄副委員長 

 スケジュールはどうなっていますか。 

 

高浦教育部長 

 業者に確認中です。 

 

片寄副委員長 

 それは、エレベーターの保守点検業者ですか。 
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高浦教育部長 

 そこも含めて、複数の業者に確認しています。 

 また、３点目については、企画政策部の事業となりますので、本日の意見を伝

えておきます。 

 

篠原委員長 

 では、チョイソコがうらについては、２月の審議会で結論をお知らせください。 

 他に質問やご意見がなければ、私の方から意見をよろしいでしょうか。 

 各館で、例えば平岡公民館は三井化学や、平川公民館は、化学会社出身の方の

協力がありました。そのように、地域にある民間会社にもっと協力していただけ

たら、その会社のためにもなるかと思いますので、巻き込んで広げていただきた

いと思います。 

 また、長浦公民館が「協力者」としてサークルの名前を出しています。他の館

も、サークルの皆さんに協力してもらっているかと思いますので、それをこのよ

うな形で、どのようなサークルが協力してくれているか書くのはいいことだと

思いました。 

 さらに、体験会について、例えば高校生などに協力してもらえるとよいと思い

ました。一人にお願いし、その高校生が何人かと一緒に来て、協力してもらうこ

とができれば、若い人を巻き込んでいける気がしました。 

それでは、議題（１）は終了いたします。 

（２）その他は何かありますか。 

 

事務局 

 事務局からは、今回はございません。 

 

篠原委員長 

 ないようですので、（２）その他も終了します。 

 続いて報告に入ります。 

 （１）令和８年袖ケ浦市二十歳を祝う会の取組状況について、事務局から説明

をお願いします。 

 

事務局 

（資料２２ページから２８ページに基づき、木村昭和交流センター副主幹が説

明） 

 

篠原委員長 

 それでは、報告（１）について、質問や意見がありましたらお願いします。 
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粕谷委員 

 市の方では、平服と略礼服は、どのようなものと解釈されていますか。聞かれ

ることがあったときは、時代によっても違いがあるのではないかと答えていま

すが、市の解釈をお願いします。 

 

齊藤市民会館館長 

 平服というのは、普通のビジネスシーンで使うようなスーツで、略礼服は、結

婚式に出席するときのようなダークスーツや白のネクタイの着用を指すかと思

います。 

 

粕谷委員 

 「成人式に来賓として呼ばれた場合の平服とはどんなものか」を調べてみたと

ころ、「略礼装やフォーマル度の高い服装を指します」とありました。そうする

と、略礼服も平服も違いがないのではないかと思いました。 

 

齊藤市民会館館長 

 平服は、あくまで普通のビジネスシーンで使うようなスーツを指すものだと

思います。 

 

粕谷委員 

 略礼服は、いわゆるダークスーツで、光沢のないものが望ましいという解釈も

ありますが、それは特に気にしなくていいということでしょうか。わざわざ名簿

の下に服装について書かれているので、少し気になりました。 

 

篠原委員長 

 一般的に言われている礼服は、燕尾服になるかと思います。勲章受章の時など

はそのような服装ですよね。 

 略礼服は、館長が言われたように、ダークスーツに白のネクタイということで

す。 

 県の表彰式でも、挨拶をする人は略礼服だったり、違うところでは普通のスー

ツだったり、絶対こうでなければならない、ということはありませんでした。 

 そういうことなので、平服は普通のスーツということでよろしいですか。 

 

齊藤市民会館館長 

 そのようになります。 

 

粕谷委員 

 女性の場合の略礼服も調べてみましたが、もっと複雑なようでした。 
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篠原委員長 

 袖ケ浦市の二十歳を祝う会の礼服、略礼服、平服はどういうものかを出してお

けば、質問があっても答えられるかと思いますので、確認をお願いします。 

 

齊藤市民会館館長 

 また確認して、委員の皆様にお伝えしたいと思います。 

 

粕谷委員 

 あとで連絡が来るということでよいですか。 

 

齊藤市民会館館長 

 そのとおりです。 

 なお、市民会館は大ホールで行う都合上、主催者も全員席が壇上にあり、登壇

いただきます。 

他の公民館は、登壇しない方については、両サイドに席を確保させていただく

形であるため、平服となっており、市民会館の主催者は、略礼服とさせていただ

いております。 

 

篠原委員長 

 昭和は、主催者全員が登壇するから略礼服で、他は、登壇がない方は、平服で

よいということですね。女性は、ジャケットを着用すればよいと思います。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 二十歳を祝う会以外にも、袖ケ浦市ではいろいろな式典を行っております。各

課に状況を聞いた上で、委員の皆様には、この二十歳を祝う会の実施前に改めて

ご連絡いたしますので、よろしくお願いします。 

 

篠原委員長 

 お願いします。報告（１）については終了しますので、後で連絡をお待ちくだ

さい。 

 続いて報告（２）令和７年度市民会館・公民館事業の取組状況につきまして、

説明を事務局からお願いします。 

（資料２９ページから３３ページに基づき、齊藤市民会館館長、本橋平川公民館

顧問、地引長浦公民館顧問、平賀根形公民館顧問、庄司平岡公民館顧問が説明） 

 

篠原委員長 

ありがとうございました。質問や意見がありましたらお願いします。 
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粕谷委員 

 １１月２３日に音楽フェスティバルが実施されましたが、記載がないのはな

ぜでしょうか。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 音楽フェスティバルについては、実行委員会制度で行っておりますので、こち

らには載せていない状況です。 

 

篠原委員長 

 実行委員会制度のものでも、事業としてあるならば載せてもよいのではない

かと思います。主催事業ではないから載せていないということですか。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 今までのものを参考にして記載していますが、実際市民会館でも大きな事業

として関わって取り組んでおりますので、次年度以降音楽フェスティバルも掲

載するかは、また館内でも相談して検討していきたいと思います。 

 

篠原委員長 

 音楽フェスティバルの関係者に、先ほどの、市民会館まつりでの大ホールへの

人の集め方などアイディアを出していただいてもよいと思います。 

 そのような関連もあると思うので、掲載の検討をお願いしたいと思います。 

 私が一つ思っていることは、やはりサークルの数が減っているという問題で

す。公民館まつりの反省にも出ていますね。 

 ７０歳にして再就職や再パートを始める人は多いです。物価は上がり、米は高

いので、少しでも動けるなら働こう、それも生きがいだということで、中心にな

っている人が、サークル活動ができなくなったということがあります。 

 あと、病気や怪我で、元気ではなくなって、できなくなることがあります。 

 サークルの減少はなかなか難しい課題ですが、サークルの人たちにも話をし

て、新規加入者を増やす工夫もありますが、新しいサークルをつくることも考え

られると思います。 

 根形の陶芸サークルは、根形が講習をやって、次々とサークルが生まれていき

ました。その延長で、自分で窯を買って個人的に取り組む人もおり、袖ケ浦美術

展にも出品される方も出てきて、活動の広がりが出ました。 

 現在を維持していくのも大変ですけれども、やはりどうしたらサークルが増

やせるかというのも、課題として考えてほしいと思います。規模が小さくてもサ

ークルとして認めるようにするとか、いろいろ考慮し、意見等を集めながら、努

力していただきたいなと思います。 

 それでは、報告（２）は終わりにします。 
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 次に報告（３）その他ア 袖ケ浦市民生委員推せん会委員の推薦について、事

務局の方からお願いします。 

（資料３４ページから３５ページに基づき、木村昭和交流センター副主幹が説

明） 

 

篠原委員長 

 鈴木美恵子委員が再度引き受けてくださることになったので、ご承知おきい

ただきたいと思います。 

 続いてイ 第４１回袖ケ浦市生涯学習推進大会の参加について、事務局の方

からお願いします。 

（資料３６ページから３９ページに基づき、木村昭和交流センター副主幹が説

明） 

 

篠原委員長 

 追加報告があります。君津地方社会教育推進大会参加者の取りまとめについ

て、事務局からお願いします。 

（追加資料に基づき、木村昭和交流センター副主幹が説明） 

 

篠原委員長 

 今回の講師は、わかりやすい話をしてくださる方で、社会教育や公民館の話で

もあるので、出席できる方は出ていただきたいと思います。人数が揃わない場合

は、連絡をさせていただくこともあるかもしれませんので、よろしくお願いしま

す。 

 次にウ 第５回公民館運営審議会について、事務局からお願いします。 

（資料４０ページに基づき、木村昭和交流センター副主幹が説明） 

 

篠原委員長 

 他に報告はありませんか。 

（木村昭和交流センター副主幹挙手。君津地方公民館運営審議会連絡協議会・君

津地方公民館連絡協議会合同研修会について説明。） 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 当日出席された委員長や片寄副委員長から、一言感想をいただけると幸いで

す。 

 

片寄副委員長 

１１月２１日の研修会に参加させていただき、研修で学んだこと、印象に残っ

たことということでアンケートがあり、そこに書いたことがあります。 
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それがこの講師の高井先生という方が一番大切にしていた、公民館運営審議

会委員としての姿勢というのは、公民館にとっての批判的友人であることとい

うことです。 

これはどういうことかといいますと、委員として常に温かい目で、しかも厳し

く公民館事業を見守っていきたいということです。アドバイスすべきことはし

っかりとアドバイスさせていただく。このような姿勢は、大変共感しましたとい

うことで、感想を送らせていただきました。非常に公民館運営審議会の重要性と

いうのを再認識した次第です。 

 

篠原委員長 

 非常に経験の深い方で、いろいろな部局に行って様々なイベントやっている

という講師でした。 

「この三つが大事です」というような説明でしたが、その三つの説明が早口で、

わかりにくかったところが何ヶ所かありました。もう少しゆっくり話していた

だければ、頭の中でも整理できたのかなと思ったのですけども、その点だけが少

し残念でした。しかし、資料は読んでよくわかる内容かと思います。 

 いつもよい講師を呼んでくださる研修なので、来年も開催の際には、ぜひ参加

をお願いしたいと思います。 

 その他、委員の皆さんから何かありますか。 

 （特になし。） 

 

 本日の議事報告が全て終わりました。 

  

 

 

午後４時４８分 閉会 

























































































【当日配付】 

1 

【追加報告】 

第６０回君津地方社会教育推進大会参加者の取りまとめについて 

令和７年１２月３日付袖教生第２４５８号で生涯学習課より、次ページのとおり 

大会参加への依頼がありましたので情報共有いたします。 

    なお、出席可能な場合は、令和７年１２月２５日（火）までに市民会館（ＴＥＬ： 

０４３８－６２－３１３５）へ連絡ください。 
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